平成２８年度林業労働災害防止キャンペーン（後期）実施要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農林水産部森林局林業振興課
１．キャンペーンの趣旨
　本キャンペーンは、平成１９年度に県内の林業労働死亡災害が多発したことを受け、森林整備や素材生産に伴う労働災害の防止を目的として、平成２０年度から実施してきたところである。
　さらに、県では「林業労働力の確保の促進に関する基本計画」の中で「死亡災害ゼロ」及び「死傷災害の１５％削減」を目標に掲げており、引き続き林業労働災害防止に対する取り組みとして本キャンペーンを実施することで、広く林業担い手（林業従事者、林業事業体、林家等）の労働安全衛生の維持・増進を図り、林業労働災害のない明るい職場づくりにつなげるものである。
２．期間
　平成２８年１０月１日から平成２８年１１月３０日まで
３．キャンペーンの内容
（１）各広域本部各地域振興局農林（水産）部林務課（以下、「各振興局」という。）は、次の事項について実施する。

　　①林業事業体、森林組合、自伐林家等に対する安全指導

　　　・事業主への「安全衛生自己点検表」の作成指導

　　　・「林業労働災害防止普及啓発リーフレット」の配布

　　　・別添資料等による注意喚起
　　　・林災防安全指導員が行う巡回指導への協力

　　　・その他、事業体の状況に応じた安全指導

　　②市町村広報誌等へ労働災害防止に関する記事の掲載依頼（文例は文末）
（２）林業振興課は、次の事項について実施する

　　①林業労働安全衛生についての資料を作成、配布する。

　　②次の関係機関にキャンペーンの周知、協力要請を行う。

　　　・熊本労働局

　　　・林業・木材製造業労働災害防止協会熊本県支部

　　　・熊本県森林組合連合会

　　　・公益財団法人熊本県林業従事者育成基金
４．キャンペーン期間終了後の対応
（１）各振興局は、キャンペーン期間終了後、実施内容について様式１により林業振興課に報告する。その際、市町村広報誌に掲載された記事があれば、その写しを添付すること。
　　＊提出期限：１２月２０日（火）（キャンペーン期間終了後２０日以内）
（２）林業振興課は、実施内容を取りまとめ、その内容について各振興局と関係機関に通知する。
○添付資料
　・林業労働災害防止普及啓発リーフレット（「林業労働災害ゼロ」を目指して）
  ・安全衛生自己点検表
　・かかり木処理作業は大変危険！！
・防護衣を着よう！

　・リスクアセスメントを進めよう

　・熊本県の労働災害
	○市町村広報誌における文例（文章量は各広報誌に合わせて調整してください）

「林業労働災害防止のキャンペーン実施中」

　　県では、１０月１日～１１月３０日を林業労働災害防止キャンペーン（後期）期間としています。

今年１月～７月の熊本県の林業労働災害発生件数は、休業４日以上の死傷災害が２２件（うち死亡災害０件）で、昨年の同時期と比べて１１件の減少となりました。今後も安全な林業作業のため、作業方法や服装・道具の整備状況等を点検していただき、安全な作業の基本を順守いただきますようお願いします。
特に、伐木作業におけるかかり木処理は、重篤な労働災害が発生しやすい作業です。禁止行為（浴びせ倒しやかかっている木の元玉切り等）による処理があった場合は、専門の道具やウインチ、グラップルを使用するなど、安全な方法で処理するように見直しましょう。
　　

　▼問い合わせ

　　熊本県県南広域本部球磨地域振興局農林部林務課　TEL0966-24-4115


